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こ
の
4
月
1
日
か
ら
「
学
校
教
育
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
特
殊
教

育
」
か
ら
「
特
別
支
援
教
育
」
へ
の
大

き
な
転
換
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
改
正
の
要
点
の
一
つ
は
、
盲
学

校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
を
特
別
支

援
学
校
制
度
へ
転
換
し
た
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
特
別
支
援
学
校
に
お

い
て
は
、
幼
小
中
学
校
、
高
等
学
校
等

の
要
請
に
応
じ
て
、
教
育
上
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
、
幼
児
の

教
育
に
関
し
必
要
な
助
言
又
は
援
助
を

行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
で
す
。（
地
域

の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
）

　

前
者
の
改
正
は
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
や

複
数
の
障
が
い
種
に
柔
軟
に
対
応
す
る

た
め
に
、
後
者
は
、
特
別
支
援
学
校
の

専
門
性
を
生
か
し
て
、
小
・
中
学
校
等

へ
の
支
援
を
す
る
た
め
に
、
規
定
を
設

け
た
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
文
科
省
は
、
特
別
支
援
教
育

の
理
念
を
、「
特
別
支
援
教
育
は
、（
中

略
）
障
が
い
の
有
無
や
そ
の
他
の
個
々

の
違
い
を
認
識
し
つ
つ
様
々
な
人
々
が

生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
共
生
社
会
の

形
成
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
我

が
国
の
現
在
及
び
将
来
の
社
会
に
と
っ

て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
」
と
、

特
別
支
援
教
育
を
、
共
生
社
会
の
形
成

の
基
礎
と
位
置
付
け
、
そ
の
果
た
す
べ

き
役
割
の
重
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、理
念
や
改
正
学
教
法
・

関
係
政
省
令
の
規
定
の
改
正
に
つ
い

て
、
通
知
等
を
熟
読
し
要
点
を
整
理
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
制
度
等
の
改
正
を
期
に
、
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
し
た
い
教
師
の
姿
勢
に

つ
い
て
、
三
つ
述
べ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

① 　

子
ど
も
の
実
態
か
ら
謙
虚
に
学
び

子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
す
る
教
師
で

あ
る
こ
と
。
そ
こ
に
は
、
子
ど
も
一
人

一
人
の
個
性
を
尊
重
し
、
細
部
に
わ

た
る
丁
寧
な
指
導
が
あ
る
か
ら
で
す
。

② 　

自
分
の
行
っ
た
教
育
に
つ
い
て
、

常
に
評
価
と
反
省
を
行
う
教
師
で
あ

る
こ
と
。
そ
こ
に
は
、
自
分
の
指
導

力
を
高
め
よ
う
と
す
る
努
力
が
あ

り
、
あ
せ
ら
ず
、
着
実
な
実
践
を
積

み
上
げ
て
い
こ
う
と
す
る
姿
が
あ
る

か
ら
で
す
。

③ 　

熱
意
と
使
命
感
を
も
っ
て
子
ど
も

の
教
育
に
当
た
る
教
師
で
あ
る
こ

と
。「
教
育
は
人
な
り
」、子
ど
も
は
、

教
師
か
ら
知
識
・
技
能
を
学
ぶ
と
同

時
に
教
師
の
人
間
性
を
も
学
ん
で
い

く
か
ら
で
す
。

　

こ
の
三
つ
の
基
底
に
は
、い
つ
で
も
、

ど
こ
で
で
も
、
子
ど
も
と
教
師
の
間
に

目
に
見
え
な
い
温
か
い
人
間
的
な
心
の

通
い
合
い
が
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
特
別
支
援
教
育
の
充

実
・
発
展
に
は
、
小
・
中
学
校
等
と
特

別
支
援
学
校
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ

と
、
さ
ら
に
小
・
中
学
校
で
は
、
特
別

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
推
進
役

と
し
て
、
全
教
師
を
対
象
に
特
支
教
育

の
専
門
性
を
高
め
る
研
修
の
充
実
を
図

る
こ
と
の
二
つ
が
急
が
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
当
会
の
事
業
で
あ
る
地
区

研
究
大
会
及
び
各
研
究
部
研
修
に
会
員

が
積
極
的
に
参
加
し
、
研
さ
ん
を
積
ん

で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

制
度
改
正
と
教
師
の
姿
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
潟
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会　

会　

長

吉　

田　

俊　

雄

五　

月

　

第
一
回
理
事
評
議
員
会

六　

月

　

各
研
究
部
研
修
予
定
集
約

七　

月

　

会
報
95
号
発
刊

八　

月

　

関
ブ
ロ
東
京
大
会
（
9
日
）

十　

月

　

全
特
連
全
国
大
会
佐
賀
大
会

 

（
24
〜
26
日
）

十
一
月

　

 

上
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究

大
会
糸
魚
川
大
会
（
22
日
）

二　

月

　

第
二
回
理
事
会

三　

月

　

会
報
96
号
発
刊

　

中
越
地
区
大
会
・
下
越
地
区
大

会
は
、
市
町
村
合
併
の
た
め
の
、

地
区
割
り
変
更
に
伴
う
調
整
期
間

の
た
め
、
今
年
度
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
。

　

各
研
究
部
の
研
修
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
研
修
計
画
に
沿
っ
て
実
施
し

ま
す
。

平
成
一
九
年
度

主
な
行
事
予
定
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〈
敬
称
略
〉

会　

長

　
　

吉
田　

俊
雄
（
新
潟
市
立
養
護
）

副
会
長

　
　

渡
辺　

吉
和
（
高
田
西
小
）

　
　

金
子　

周
一
（
三
条
小
）

　
　

松
浦　

敏
夫
（
県
立
高
田
養
護
）

理　

事

　
　

白
川
ナ
ツ
子
（
新
井
小
）

　
　

大
図　

政
士
（
大
洲
小
）

　
　

笠
井　
　

博
（
千
手
小
）

　
　

桑
原　
　

正
（
北
辰
小
）

　
　

橋
本　

定
男
（
鏡
淵
小
）

　
　

坂
井　
　

潔
（
小
針
小
）

　
　

菊
池　

秀
夫
（
石
山
中
）

　
　

成
田
武
比
古
（
外
ケ
輪
小
）

　
　

本
多　

博
行
（
新
津
第
一
小
）

　
　

佐
野　

一
彦
（
県
立
村
上
養
護
）

　
　

鷲
津　

毅
史
（
県
立
佐
渡
養
護
）

　
　

佐
藤　

高
志

（
新
大
附
属
特
別
支
援
学
校
）

会
計
監
査

　
　

恩
田　

正
身
（
糸
魚
川
小
）

　
　

池
田　

清
治
（
新
町
小
）

　
　

赤
塚　
　

一
（
燕
東
小
）

〈
敬
称
略
〉

上
越
地
区

　
　

関
谷　

廣
一
（
大
潟
町
小
）

上
越
地
区

　
　

竹
之
内　

義
和
（
清
里
中
）

柏
崎
・
刈
羽
地
区

　
　

山
崎　

光
隆
（
松
浜
中
）

柏
崎
・
刈
羽
地
区

　
　

吉
田　

正
宣
（
新
道
小
）

糸
魚
川
地
区

　
　

竹
田　

正
光
（
大
和
川
小
）

妙
高
地
区

　
　

藤
本　

保
久
（
斐
太
北
小
）

長
岡
・
三
島
地
区

　
　

西
脇　

雅
信
（
大
島
中
）

長
岡
・
三
島
地
区

　
　

中
山　

博
迪
（
渋
海
小
）

三
条
地
区

　
　

嘉
藤　

俊
信
（
第
一
中
）

三
条
地
区

　
　

古
畑　

伸
一
（
長
沢
小
）

燕
・
弥
彦
地
区

　
　

桑
原　

幸
男
（
燕
西
小
）

加
茂
・
南
蒲
地
区

　
　

吉
樂　
　

悟
（
田
上
小
）

見
附
地
区

　
　

西
片　

哲
也
（
今
町
小
）

小
千
谷
地
区

　
　

福
島　
　

正
（
小
千
谷
中
）

十
日
町
・
中
魚
地
区

　
　

池
田　
　

隆
（
川
治
小
）

十
日
町
・
中
魚
地
区

　
　

中
川　

玄
忍
（
津
南
小
）

魚
沼
・
川
口
地
区

　
　

笠
原　
　

正
（
広
神
西
小
）

南
魚
沼
地
区

　
　

保
坂　

吉
俊
（
湯
沢
中
）

新
潟
市
北
区
地
区

　
　

伊
藤　

喜
一
（
葛
塚
東
小
）

新
潟
市
東
区
地
区

　
　

駿
河　

仁
志
（
木
戸
小
）

新
潟
市
中
央
区
地
区

　
　

真
柄　

正
幸
（
万
代
長
嶺
小
）

新
潟
市
江
南
区
地
区

　
　

朝
倉　
　

悟
（
亀
田
中
）

新
潟
市
秋
葉
区
地
区

　
　

小
林　

吉
男
（
新
津
第
二
小
）

新
潟
市
南
区
地
区

　
　

山
崎　

秀
一
（
庄
瀬
小
）

新
潟
市
西
区
地
区

　
　

五
十
嵐
幹
郎
（
内
野
小
）

新
潟
市
西
蒲
区
地
区

　
　

本
間　

正
巳
（
巻
南
小
）

新
発
田
・
北
蒲
地
区

　
　

前
田　
　

清
（
猿
橋
小
）

新
発
田
・
北
蒲
地
区

　
　

佐
藤　

秀
夫
（
蓮
野
小
）

胎
内
地
区

　
　

藤
田　

哲
也
（
き
の
と
小
）

村
上
・
岩
船
地
区
（
小
）

　
　

本
間　

直
也
（
関
小
）

村
上
・
岩
船
地
区
（
中
）

　
　

板
垣　

昭
一
（
朝
日
中
）

事
務
局
長

　
　

吉
原　

修
英
（
鏡
淵
小
）

事
務
局

　
　

風
間　

昌
幸
（
鏡
淵
小
）

　
　

今
井　

信
郎
（
鏡
淵
小
）

　
　

岩
﨑　

悦
子
（
鏡
淵
小
）

　
　

斉
藤
美
津
子
（
鏡
淵
小
）

　
　

長
谷
川
弘
子
（
鏡
淵
小
）

五
泉
地
区

　
　

塩
谷
新
一
郎
（
五
泉
北
中
）

阿
賀
野
地
区

　
　

毛
利　

隆
二
（
京
ヶ
瀬
小
）

東
蒲
原
地
区

　
　

清
野　

正
悦
（
鹿
瀬
小
）

佐
渡
地
区
（
小
）

　
　

松
田　

正
実
（
加
茂
小
）

佐
渡
地
区
（
中
）

　
　

石
坂　
　

学
（
真
野
中
）

特
別
支
援
教
育
学
校
（
視
）

　
　

小
西　
　

明
（
県
立
新
潟
盲
）

特
別
支
援
教
育
学
校
（
聴
）

　
　

山
田
由
美
子
（
県
立
新
潟
聾
）

特
別
支
援
教
育
学
校
（
病
）

　
　

平
野　

正
史
（
県
立
柏
崎
養
護
）

特
別
支
援
教
育
学
校
（
肢
体
）

　
　

白
岩　

嘉
之
（
県
立
上
越
養
護
）

特
別
支
援
教
育
学
校
（
知
）

　
　

高
橋　
　

晃
（
市
立
見
附
養
護
）

平
成
一
九
年
度

　

県
特
支
研
役
員

平
成
十
九
年
度

 

県
特
支
研
評
議
委
員

平
成
十
九
年
度

　

県
特
支
研
事
務
局
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平成19年度 各研究大会の紹介
◆
上
越
大
会
◆

上
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会 

糸
魚
川
大
会

兼
新
潟
県
就
学
啓
発
推
進
会
議

【
大
会
主
題
】

　
「
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
の
充
実
」

【
日　

時
】　

11
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
会　

場
】　

糸
魚
川
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
「
ビ
ー
チ
ホ
ー
ル
ま
が
た
ま
」

【
分
科
会
】

　
　

第
一
分
科
会

　
　
　
　
　
「
学
校
・
学
級
経
営
」

　
　

第
二
分
科
会

　
　
　
　
　
「
小
・
中
知
的
障
が
い
教
育
部
会
」

　
　

第
三
分
科
会

　
　
　
　
　
「
小
・
中
情
緒
障
が
い
教
育
部
会
」

　
　

第
四
分
科
会

　
　
　
　
　
「
言
語
・
難
聴
教
育
部
会
」

　
　

第
五
分
科
会

　
　
　
　
　
「
小
・
中
発
達
障
が
い
教
育
部
会
」

　
　

第
六
分
科
会

　
　
　
　
　
「
保
護
者
・
行
政
と
生
涯
福
祉
部
会
」

　

＊
午
前
中
（
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
）

　
　

 「
開
設
三
年
目
の
高
田
養
護
学
校
ひ
す
い
の
里
分
校
の
校
舎
や

授
業
の
自
由
参
観
」

　

参
観
希
望
の
方
は
、糸
魚
川
小
学
校
駐
車
場
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

●
知
的
障
害
部
●

　

新
潟
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会

　

知
的
障
害
部
研
究
大
会

　
　

兼 

新
潟
県
就
学
啓
発
推
進
会
議

○
研
究
主
題

　

 「
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
め
ざ
し
て
」

○
全
体
研
修
会
（
講
演
会
）

　

・
日　

時

　
　
　

8
月
10
日
（
金
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　

・
会　

場

　
　
　

県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

・
講　

師

　
　
　

新
潟
い
な
ほ
の
会

　
　
　
　
　

代
表　

沼
田　

夏
子
様

●
情
緒
障
害
部
●

　

新
潟
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会

　

情
緒
障
害
部
研
究
大
会

　
　

兼 

新
潟
県
就
学
啓
発
推
進
会
議

○
研
究
主
題

　

 「
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の

理
解
と
支
援
の
あ
り
方
」

平
成
十
九
年
度

　
　

各
部
の
研
修
予
定

○
全
体
研
修
会
（
講
演
会
）

　

・
日　

時　

8
月
24
日
（
金
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
会
）

　
　
　

午
後
2
時
30
分
〜
4
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
講
演
会
）

　

・
会　

場

　
　
　

長
岡
市
立
中
之
島
文
化
セ
ン
タ
ー

　

・
講　

師

　
　
　

三
重
県
立
宮
川
医
療
少
年
院

　
　
　
　
　

院
長　

栗
原　

正
幸
様

●
言
語
難
聴
部
●

　

新
潟
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会

　

言
語
・
難
聴
部
総
会

○
研
究
主
題

　
「
言
語
障
害
児
・
難
聴
児
に
対
す
る

　

こ
れ
か
ら
の
支
援
の
あ
り
方
」

○
全
体
研
修
会

　

・
日　

時

　
　
　

7
月
31
日
（
火
）

　
　
　

総　

会　
　

午
前
10
時
〜

　
　
　

講
演
会
①　

午
前
10
時
50
分

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
12
時
30
分

　
　
　

講
演
会
②　

午
後
2
時

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
3
時
50
分

　

・
会　

場

　
　
　

上
越
市
レ
イ
ン
ボ
ー
セ
ン
タ
ー

　

・
講
師
及
び
演
題

　
　

講
演
①

　
　

演
題
「 

吃
音
症
状
を
も
つ
子
ど
も



新潟県特別支援教育研究会平成19年８月１日 第95号 (4)

の
指
導
と
支
援
」

　
　

講
師

　
　
　

金
沢
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　

准
教
授　

小
林　

宏
明
様

　
　

講
演
②

　
　

演
題
「 
選
択
性
緘
黙
児
の
指
導
と

連
携
」

　
　

講
師

　
　
　

上
越
教
育
大
学
心
理
臨
床
講
座

　
　
　
　
　

教
授　

加
藤　

哲
文
様

●
病
虚
弱
・
肢
体
不
自
由
部
会
●

○
研
修
内
容

　

県
内
全
域
の
担
当
者
に
よ
る
実
践
を

研
究
史
に
ま
と
め
、
発
行
す
る
。

平
成
十
八
年
度

　

全
特
連
功
労
者
表
彰

◇
全
特
連
功
労
者
表
彰
◇

　

前　

新
潟
県
立
新
潟
養
護
学
校
長

岡
本　

佳
典
様

　

前　

新
潟
県
立
高
等
養
護
学
校
長

尾
方　
　

洸
様

（
全
国
大
会
新
潟
大
会
に
て
）

今
年
度
開
催
さ
れ
る

　

全
特
連
主
催
研
究
大
会

◆
全
国
大
会
・
佐
賀
大
会
◆

【
大
会
主
題
】

　
「 

地
域
で
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
今
、

そ
し
て
未
来

　
　

̶

特
別
支
援
教
育
の
課
題
と

新
た
な
る
展
開̶

」

【
期　

日
】

　
　

10
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　
　

〜
26
日
（
金
）

【
開
催
地
】　

佐
賀
文
化
会
館　

他

【
分
科
会
】　 
詳
細
は
第
二
次
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い

【
講
演
会
】

　

・
演
題
「 

障
害
の
あ
る
人
を
支
え
る

基
本
軸
（
共
生
活
感
）
構

築
を　

〜
私
を
支
え
た

人
・
背
中
を
押
し
て
く
れ

た
人
〜
」

　

・
講
師

　
　
　

佐
賀
大
学
医
学
部

　
　
　
　

教
授　

齊さ
い

場ば

三み

十と

四し

様

◆
関
ブ
ロ
東
京
大
会
◆

【
大
会
主
題
】

　
「 

一
人
一
人
が
豊
か
に
生
き
る
た
め

の
新
し
い
時
代
の
教
育
の
創
造
」

【
期　

日
】

　
　

8
月
9
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
4
時
30
分

【
会　

場
】

　
〔
全
体
会
〕
中
野
ゼ
ロ
ホ
ー
ル

　
〔
分
科
会
〕
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　

中
野
区
立
第
二
中
学
校

【
分
科
会
】　 

詳
細
は
最
終
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い

【
講
演
会
】

　

・
演
題
「 

特
別
支
援
教
育
の
本
格
実

施
に
向
け
て
」

　

・
講
師

　
　
　

東
洋
大
学

　
　
　
　

教
授　

宮
崎　

英
憲
様

【
本
県
大
会
派
遣
役
員
】

○
第
3
分
科
会

　
「
発
達
障
害
児
の
指
導

　
　
　
　

通
常
の
学
級　

中
学
校
」

　
　
　

提
案
発
表
者　

横
田　

幸
一

　
　
　
　
　
　

上
越
市
立
城
東
中
学
校

　
　
　

司
会
者　
　
　

下
鳥　

順
一

　
　
　
　
　
　

上
越
市
立
清
里
中
学
校

　
　
　

記
録
者　
　
　

風
間　

昌
幸

　
　
　
　
　
　

新
潟
市
立
鏡
淵
小
学
校

○
第
12
分
科
会

　
「
こ
と
ば
・
き
こ
え
の
指
導
」

　
　
　

提
案
発
表
者　

澤
田
キ
ヨ
子

　
　
　
　
　
　

柏
崎
市
立
柏
崎
小
学
校

　
　
　

司
会
者　
　
　

古
澤　

京
子

　
　
　
　
　
　

上
越
市
立
大
町
小
学
校

　
　
　

記
録
者　
　
　

佐
藤　

良
郎

　
　
　
　
　
　
　

新
潟
市
立
養
護
学
校

　

※ 

中
越
沖
地
震
の
た
め
、
12
分
科
会

新
潟
県
の
発
表
、
司
会
、
記
録
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

○　

第
21
分
科
会

　
「
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
へ
の
対
応
」

　
　
　

司
会
者　
　
　

三
浦　

優
子

　
　
　
　
　
　
　

長
岡
市
立
養
護
学
校

　
　
　

記
録
者　
　
　

杉
坂　

芳
文

　
　
　
　
　
　
　

県
立
佐
渡
養
護
学
校


